
平成 23 年度版知床世界自然遺産地域年次報告書について 

 
１．背景 

 平成 22 年度より年次報告書の構成変更について検討しており、平成 23 年度

第２回科学委員会（平成 24 年２月 21 日）において新構成について確認いただ

いたところ。 
 
 
２．平成 23 年度版知床白書の構成 

 

Ⅰ．知床世界自然遺産地域の管理の理念と目標 

1. 管理の目的と手段 

2. 管理の対象分野と管理方針 

3. 管理方針に基づく管理目標 

4. 遺産地域の管理区域 

 

Ⅱ．知床世界自然遺産地域の課題 

1. 自然科学的な課題 

2. 利用に関する課題 

3. 管理の課題 

4. 地元における課題 

 

Ⅲ．知床世界自然遺産地域の生態系と生物多様性の現況と評価 

 

内容：長期モニタリングについて、データの簡易な解説（現在の状況）及びそ

の評価について記載。データの詳細は付録にまとめる。 

 

長期モニタリング計画は平成 24 年度から開始し、評価は平成 25 年度から行

うため、平成 23 年度版知床白書では試行的に記載する。 

 

 ＜執筆分担＞ 

1. 陸上生態系 梶委員、松田委員、石川委員、山中委員 

（１）ヒグマ 松田委員（含ヒグマ保護管理方針検討会議委員） 

（２）希少猛禽類 中川委員 

（３）高山植物 工藤委員 

2. 河川生態系 中村委員（含河川工作物 AP 委員）（H23 年度版はなし） 

3. 海洋生態系 桜井委員、鳥澤委員、大島委員 

資料４－１ 

遺産地域管理計画より抜粋 

現在の課題を記載 



  

Ⅳ．知床世界自然遺産地域の利用状況と評価 

 

  内容：レクリエーション利用や第１次産業の利用実態、その他の開発行為に

関する現況と評価。データの詳細については付録にまとめる。 

担当：適正利用・エコツーリズム WG、海域 WG の委員 

 

 

Ⅴ．知床世界自然遺産地域管理計画の実行状況 

1. 管理計画目標の実行状況 

2. 管理主体 

  組織図 

  行政の人員 

  事務所一覧 

3. ハード事業及びソフト事業の実施状況 ← H23 年度実施事業一覧を記載。巻末付

録に詳細データをまとめる。 

 

 

Ⅵ．管理実施の総合的評価 

 

  担当：科学委員会委員 

 

 

Ⅶ．付録 

 

  内容：データの詳細 

 

1. 知床世界自然遺産地域の平成 23年度レクリエーション利用状況 

2. 平成 23年度実施ハード事業 

3. 平成 23年度実施ソフト事業 

4. 普及啓発イベント一覧 

5. 普及啓発資料一覧 

6. 各種会議等の開催状況 

 


